


発力と開発速度の向上をはかることが大切であると思います。

今後ともお客様と同じ視点で議論できるよう努力していく所存でございます。技術開発にあ

たり他方面からのご指導・ご鞭撻をいただければ幸いです。なお，JFE グループとして新たに

出発するため，川崎製鉄技報も本号が終刊号となります。次号からは JFE 技報として，より

一層進化した鉄をご紹介することをお約束いたします。


